
給

日

昇

休

募集人員

採用予定日

勤務時間

身 分

職 名

給 与

退職金

社会保険

業務内容

応募方法

募集受付期間

試験日

試験内容

01名

O令 和 3(2021)年 4月 1 日

O週 38時間45分 (月 ～金曜日) 8時 30分～ 17時 15分

O独 立行政法人国立病院機構の常勤職員  (条件付任用期間 6ヶ月有り)

○ 心理療法士

O国 立病院機構職員給与規程により支給 (基本給に経験年数加算あり)
・基本給 198, 700円 ～  (※ )
※上記金額は大学院新卒直後採用の金額 (2020年 1月 現在 )、
更に職歴を考慮 して初任給を決定する。

・賞与 (ボーナス)年額は、基本給の約 4.2月 分
・年間支給予定額 (上記基本給・賞与にて計算の場合、諸手当除く)
初年度 :約 3, 219千 円
5年目 :約 3, 600千 円
10年目 :約 4, 014千 円
口通勤手当 (上限55,000円 )・住居手当 (上限27,000円 )等諸手当有り

0年 1回 (毎年 1月 1日 ベースアップ)

〇 年次休暇  : 年間 (4月 ～翌 3月 )で 23日 (最高限度 46日 )
O特 別休暇  : 結婚、産前産後、保育、子の看護、忌引等
○ その他   : 病気休暇、育児休業及び介護休業、人間 ドック受診補助

06ヶ 月以上勤務より支給 (※国家公務員退職手当法に準ずる)

○ 厚生労働省第二共済組合加入 (短期・長期 )

O当 院一般精神科 (入院・外来 ロデイケア)も しくは当院医療観察法病棟
における心理アセスメント、心理面接、集団プログラム等の心理業務

(※別紙参照のこと)

○ 応募資格 以下の要件をすべて満たす者
・臨床心理学系大学院修士課程以上の卒業 (または卒業見込み)者
“公認心理師資格保有 (または取得見込み)者
・臨床心理士資格保有 (または取得見込み)者
O応 募に必要な書類
・履歴書 (直近3ヶ 月以内撮影の写真貼付)
・公認心理師資格登録証明書の写 し (資格取得者のみ )
・臨床心理士資格登録証明書の写 し (資格取得者のみ )
・大学院修士課程修了証書の写し又は修了見込み証明書
・心理臨床経験に関する調査票 (※別紙参照/経験者のみ )
・小論文「花巻病院の多職種チームの一員として行つていきたいこと」

(1,600自 以内、所定の原稿用紙に記載 )

○ 令和元 (2020)年 11月 4日 (水) ※必着のこと。

O令 和元 (2020)年 11月 17日 (火 )

O面接 (個別形式・ 15分程度)
※応募状況によリオンラインで実施の可能性あり (その際は詳細を後日連絡)

(お問い合わせ先)
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〒025-0033 岩手県花巻市諏訪500番地
独立行政法人国立病院機構花巻病院 管理課 庶務係長 栖原
1巳 0198-24-0511 内線 (214)
ホームページアドレス https://hanamaki.hosp.gojp/
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【当院心理療法士の業務内容】

当院は精神科単科の病院です。当院の心理療法士は、外来、一般精神科病棟、デイケア、医療観察法
病棟において業務にあたっております。

外来・病棟においては、心理アセスメントや個別での心理面接 (カ ウンセリング)を実施しておりま
す。心理アセスメントにおいては、知能検査や人格検査などに加え、発達歴の聴取や症状のアセスメ
ントなど、心理検査のみならず、幅広いアセスメントを実施しています。どのようなアセスメントが
必要か、またアセスメント結果とそれに基づいてどのような支援が望ましいかを、ご本人、ご家族、
多職種チームのスタッフと共有、検討しながら支援を進めています。

心理面接は認知行動療法的アプローチを始め、患者さんのニーズに応じたアプローチを心掛けておリ
ます。児童思春期の患者さんについては薬物療法以外の心理社会的アプローチが必要となることもあ
るため、心理療法士も加わり支援を進めています。

個別での関わりに加え、集団プログラムも行つています。集団プログラムとしては、心理教育 (疾病
教育)、 当事者研究、SST、 アルコール・ リハビリテーション・プログラム (ARP)、 マインドフルネ
ス、集団認知行動療法などのグループを多職種と協働で実施しています。

患者さん、ご家族、関係者が参加するケア会議などにも他の職種とともに参加し、心理職の立場から
患者さんの支援について検討しています。

さらに医療、教育、福祉等に関わる専門職や地域住民を対象
―とした各種研修会等での講師も依頼に応

じて務めております。

当院では多職種チーム医療を行つております。また、当事者研究やオープンダイアローグ、アウト
リーチなどのアプローチを推進しようと考えております。心理職としての基本を大切にしながら、こ
のような新しい取り組みに多職種の一員として積極的に参画する意欲のある方を希望いたします。


